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化学センサ 

概

要

・

品

質

・

性

能 

 

励起電流から半導体の表面電位を読み取る技術で

ある表面光電圧法（ＳＰＶ法）を応用した化学センサに

おける光活性層として光導電性有機膜を採用する。光

導電性有機膜を採用することによって、デバイスの大面

積化、薄膜化を簡便に実現することができる。さらに、

有機膜は、シリコン半導体膜に比べて陽極酸化に耐性

があることから、本発明の化学センサは、検出対象が電

荷密度の変化を伴わない系であっても酸化還元反応を

伴う系であれば観測することができるアンペロメトリック・

センサとして構成。 

 
１０…化学センサ、１２…センサ部、１４…ポテンショスタット、 

１６…透明基板、１８…透明電極、１９…色素分子、 

２０…光導電性有機膜、２１…導電性有機分子、２２…対極、 

２４…参照極、２６…水溶液、３０…化学センサ、３２…センサ部 

 

用 

 

途 

 

検出対象が電荷密度の変化を伴わない系について

も観測可能な大面積の化学センサが提供される。本発

明の化学センサは、新規なセンサ機構を採用すること

により従来のＬＡＰＳ(Addressable Potentiometoric  

Sensor)では不可能であった系の観測が可能となること

に加え、その大面積化、低コスト化も相俟って、化学セ

ンシング分野のより一層の発展に資することが期待され

る。 

技

術

移

転 

 

①形 態 特許売却 特許実施権供与、 

     共同研究開発 

②相手先 問わない 

③地 域 国内に限る 

実

用

化

・

情

報 

［試 作・実 験］ 完了 

［製造・販売実績］ なし 

［技術情報の提供］ 技術資料、特許公報 

［情報提供者］埼玉大学 研究機構  
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化学センサの概略図 

 


